













Frajzyngierと Erin Shayの編集による「The Afroasiatic Languages」で、ケ
ンブリッジ大学の出版局から 2012年に第一刷が出版されたものであ



















































































































L. von Schlözer）で、彼は 1781年に『カルデア人について』という本
の 161ページに、以下のように述べている。
　「地中海からユーフラテスまで、メソポタミアから下ってアラビア
まで、周知のように唯一つの言語が支配していた。即ちシリア人、バ
ビロニア人、ヘブライ人そしてアラビア人は一つの民であった。また
フェニキア人（ハム人）もこの言語を話していた。―それを私はセム
語と名付けようと思う。」
　この命名が旧約聖書創世記第 10章に見られる、ノアの方舟のエピ
ソードで知られる、ノアの三人の息子（セム・ハム・ヤペテ）の名に
由来することは明らかである。シュレーツァーが言語と民族とを同一
視しているのは問題であるが、それはさておき、当時まで漠然と「東
洋」語、「近東の」諸言語と呼ばれてきた言語群を一つのグループと
して「セム（semitisch）」語という名の下にまとめようとしたのは、や
はりこれらの言語間に多くの類似点を認めたからではないだろうか。
ただ当時（18世紀末）は、彼があげた民族のうちのバビロニア人に
ついてはその言語―アッカド語―は未だ解読されてはおらず、フェニ
キア語も徐々にその姿が明らかになって来たばかりである。
　ヘブライ語とアラム語との類似、更にはアラビア語との類似もユダ
ヤの学者たちには早くから知られていた。ヨーロッパの学者たちも
16世紀、17世紀にはエチオピア語をも加えてそれらの言語について
類似性を指摘している。
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　では、現在もっとも一般的に行われている分類に従って、セム語内
でまとまった資料を持つ言語をあげてみたい。東セム語はメソポタミ
ア地方、北西セム語はシリア・パレスチナ、南西セム語はアラビア半
島というのが基本的分布である。
Ⅰ　東セム語　アッカド語（バビロニア語・アッシリア語等）
Ⅱ　西セム語
（1）北西セム語
カナアン（カナン）語―ウガリト語、フェニキア語、ヘブラ
イ語
アラム語―古典アラム語、ナバタイ語、パルミラ語、マンダ
語、バビロニア・タルムード語・古典シリア語他
（2）南西セム語
アラビア語―古典アラビア語、アラビア語諸方言
南アラビア語―アラビア半島古代諸語、エチオピア諸語（ゲ
エズ語、ティグレ語、ティグリニャ語、アムハラ語）
　これらに対して、コプト語および 1822年以降漸次明らかになった
ヒエログリフ（聖刻文字）・エジプト語、ベルベル語などに対しては、
ノアのもう一人の息子、ハムの名をつけたハム語族という呼称が使わ
れるようになった。これは F.ミュラーが 1887年に用いたのが最初で
あるといわれる。今日ハム語族はほぼ次のように分類されている。
（1）エジプト・コプト語
（2）リビア・ベルベル語
（3）クシュ語
（4）チャド語
　しかしこれらのうち、古い文献をもつのは（1）のエジプト・コプ
5
ト語（他には（2）のリビア語がごく少し）のみであり、また各言語
間の対応関係もそれほど明らかになっているわけではない。したがっ
て今日の比較言語学の立場からいえば、「ハム語族」はまだ確立した
とはいいがたい。
　上述の二つの語族、すなわち「セム語族」と「ハム語族」に系統上
のつながりを認めようとして生じたのが「セム・ハム語族」あるいは
「ハム・セム語族」という呼称であって、M.コエンおよび D.コエン
の「ハム・セム語族」論および I.M.ディアコノフの「セム・ハム語族」
論に代表される。上述のように、「ハム語族」そのものの成立には問
題があるが、ハム語といわれる各言語とセム語との個別的比較から、
よりさかのぼった時期におけるつながりが認められるようになったと
いえる。
　ここでやっと「アフロアジア」という呼称の登場となる。アメリカ
の言語学者グリーンバーグが、それまで使われていた「セム・ハム語
族」という呼称があまりにも神話的であるから、その代わりに「アフ
ロ・アジアティック（アフロアジア語族）」と呼んだらどうかという
提案を、1952年に行った。この場合のアフロアジア語族というのは、
（「ユーラシア」がユーロつまりヨーロッパ大陸とアジア大陸の全体を
あわせた地域の呼称となっているのに対して）アフリカ大陸とアジア
大陸にまたがる語族という意味である。ここではセム語に対してエジ
プト語（ヒエログリフ・エジプト語、コプト語）、クシュ語、ベルベ
ル語、チャド語が対等な形で対比される。
　このグリーンバーグが提唱し、多くの言語学者が賛同した「アフロ
アジア語」という呼称は、その名が示すとおり言語学的概念であって、
地域呼称ないし文明論、宗教的呼称ではない。しかし、この地域を呼
ぶのに、先にあげた「オリエント」や「中近東」、「アラブ」なり「ア
ラビア」あるいは「イスラーム」といった呼称で呼ぶよりも、何らか
のバイアスがかかっていないという点で、「アフロアジア」地域とい
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う呼称がよりふさわしいということもできるだろう。
　以上がこの地域を「アフロアジア」と呼ぶにいたった経緯の概略で
ある。この内容をまとめるにあたっては、わが恩師故矢島文夫がその
編者であった山川出版社の〈民族の世界史〉シリーズの第 11巻『ア
フロアジアの民族と文化』（1985年刊）の序章の記述およびキリスト
教図書出版社刊の『聖書ヘブライ語』（創刊号 1984年刊）に掲載され
た柘植洋一氏の「セム語概観（1）」の記述を参考にした。記して感謝
の念を表しておきたい。
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